
 1 

 

 

点 鐘           延岡研一会長     
 
歌 唱     ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 石蔵尚之委員長 
       
           国 歌「君が代」 
            
           Ｒ Ｓ「奉仕の理想」 
 
司会･進行   宮原和広ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員 
 
 
 
   
              
   

    会長 延岡研一 
 
 シルバーウィーク、い

かがお過ごしだったで

しょうか。 

ゆっくり休めた方もい

れば、普段と変わらな

い方、忙しくてそれど

ころではなかった方も

おられるでしょう。 

 とはいえ、シルバー

ウィークが始まる前の

一週間は、安保法案をめぐる国会の大混乱か

ら強行採決、埼玉県熊谷市の連続殺人事件、

鬼怒川の決壊などによる群馬・茨城の水害、

現職警察官による２件の殺人事件（過去に捜

査で入った家への強殺に不倫相手殺人）と、

とんでもないことが立て続けでしたが、シル

バーウィーク期間中は何とか穏やかに過ぎて

くれたようです。 

 その中で、この連休を一番盛り上げてくれ

たのは、何と言っても１８日開幕のラグビー

ワールドカップの初戦でジャパンが南アフリ

カをロスタイムでの逆転トライで勝利したこ

とでしょう。再放映は何度見ても感動的でし

たが、勝敗を分けたのは、同点の後半３２分

に南アがスクラムを選択せずにＰＫで３点を

取りに行った事と、終了間際にジャパンが同

点のＰＫではなくスクラムで逆転のトライを

取りに行った事だと思います。勝負の綾とは

こういうものでしょう。テレビや新聞では五

郎丸選手の活躍にばかりに目が行っていま

す。確かに大活躍でしたが、私は、前後半、

８０分間を通してのジャパンの低いそして執

拗なタックルによる鉄壁の守りがあそこでＰ

Ｋを選択をさせ、そして勝利へと導いたもの

だと思います。第２戦スコットランド戦は負

けてしまいましたが、「欲がミスに繋がった

のかな」という気がします。気を引き締めて

の第３戦４戦が楽しみになってきました。 

 さて、今日は月見例会、中秋の名月、（十

五夜お月さん）は旧暦の８月１５日の夕方に

出る月の事だそうで、今年は明後日９月２７
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日で、二日前の十三夜のお月様をみんなで眺め

ながらと言いたいところですが、今は隠れて見

えません。 

 ちなみに、実際は、十三夜のお月さんとは、

旧暦の９月１３日のお月様の事で、十五夜の次

にきれいなお月さんだそうで、今年は１０月２

５日だそうです。十五夜を見たら十三夜も見な

いといけないそうですので、明後日の十五夜も

改めてお月見をして、１０月２５日（日）お忘

れなく。 

 また、中秋の名月は、年によって９月７日か

ら１０月８日の間と一カ月の幅があるそうで

す。知りませんでした。 

 ということで、今日の月見例会、本田副会長

には、ススキにお芋、お団子と万全の準備をし

て頂きました。ありがとうございます。例会中

に少しでもお月さんに顔を出してもらえればと

思います。 

 

 

   

 

          幹事 水野虎彦 

 

【理事会の承認事項】 

・宮山会員退会の件→承認 

【連絡事項】 

・ガバナー事務所より 

 2015年10月ロータリーレート１㌦＝120円 

・10/4別府北RC創立50周年記念式典 

 バス利用の方は当日午前７時15分集合 

 集合場所は中林町つばめバス車庫 

 

 

 

    委員長 漆野智康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｒ財団委員会】   委員長 宮原和広 

  ロータリー財団地区セミナー報告 

 ９月19日熊本市国際交流会館に於いてＲ財

団セミナーが開催され、延岡会長と私で参加

してきました。 

 13時に野田ガバナーの点鐘で始まり、ガバ

ナー挨拶そして木村Ｒ財団部門長の報告の

後、地区補助金を活用した３ＲＣの事例発表

がありました。そして川崎委員長より地区補

助金委員会方針、久我委員長よりポリオプラ

ス・ＶＴＴ・平和フェロー方針、坂口委員長

より資金推進委員会方針、瀧委員長より財団

学友・奨学金委員会の説明発表がありまし

た。 

 休憩のあと、７グループのセミナー分科会

で、①ロータリー財団の目的は？②あなたの

クラブはロータリー財団の補助金を利用して

いますか？③ロータリー財団へ寄付すること

についてあなたのクラブの反応は？という

テーマでディスカッションが行われました。 

 全体的意見としては、財団委員会は寄付を

推奨する委員会であるという漠然的な印象で

奥が深いから分かりづらいという意見等があ

りました。私自身も、会員さんから寄付を集

い国際ロータリーのロータリー財団によって

世界に貢献しロータリーの方針に沿った活動

しているという程度の認識しかありません。 

 

   

              

 退会挨拶         宮山 惇会員 
 
  この度、理事会の了承を

得て人吉ロータリークラブ

を９月末で退会させていた

だく事と致しました。    

 何事も始めがあれば終わ

りがあります。1981年２月

に入会を認めてもらって、

在籍期間が約35年になります。この間、先輩

会員の導きにより多くの経験をさせてもらい

有り難く思っており、また、人吉ロータリー

クラブは私にとって自己研鑽の場であり、会

員であることに誇りを持っておりました。こ

の様に思っているクラブを退会する事を非常

に悩みました。最近体力の衰えと共に、時代

から離れていく事に気付き、思いきって退会

を決断しました。 

 今後は元ロータリアンとして身の丈にあっ

た奉仕活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

本日の出席率 

会   員   数   64名   57.38% 

出 席 免 除  5名 9 / 1 1 出 席 率 78.33% 

欠 席 者 数 26名 補 填 数     13名 

出 席 者 数  33名 修 正 出 席 率   100% 

＊届け出欠席 青木・有村・浅野・馬場・板井・川越・小林祐 

       村山・内藤・中村・中島・大野・尾上・大久保 

       大賀・下田・新堀・田上・武末・戸高・友永 

       外山・塚本・堤正・堤脩・山賀 

＊出席免除会員(b) 増田，愛甲(出席），高山(出席）, 丸尾 

         釜田          

＊メークアップ  

 Ｒ財団.米山記念奨学 合同家庭集会；岩本・岡・宮原・山賀 

 会員増強.選考.分類 合同家庭集会；中島・伊久美・浦田 

            齊藤・山口・北・川越・堤脩 

 人吉ＲＡＣ例会；安達       
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 ≪ 寄付の申し出 ≫ 
 
 退会の宮山惇会員より、Ｒ財団、米山記念奨

学会、人吉ＲＣ奨学基金委員会へご寄付があり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ニコニコ箱委員会】  委員長 永尾禎規  

・延岡会長 宮山さん長きに亘る活動お疲れ様 

 でした。宮山君のいち早い入会を心待ちにし 

 ています。             

・本田会員 宮山会員には色々とお世話になり 

 ました。今後とも健康にご留意されてくださ 

 い。お月見例会場としてひまわり亭をご利用 

 ありがとうございました。      

・井手会員 観月例会に次男坊を連れてきまし 

 た。明日帰りますので最後の晩餐を一緒にし 

 てます。宜しくお願い致します。宮山パスト 

 会長ありがとうございました。    

・水野幹事 宮山会員の３５年の奉仕に敬服申 

 し上げます。私のローターアクト時代から本 

 当にお世話になりました。ミスターロータリ 

 アンの１人が退会されますことは本当に残念 

 です。               

 

【Ｒ財団委員会】 

・宮原会員 宮山さん34年半、本当にご苦労様 

 でした。宮山さんが会長の時幹事をやらせて 

 頂き、今の自分があります。ありがとうござ 

 いました。             

・延岡会長 同上           

 

【米山記念奨学委員会】 

・中川会員 宮山パスト会長、お世話になりま  

 した。また、宜しくお願い致します。 

・伊久美会員 米山特別寄付を致します。 

                   

・延岡会長 同上           

 

 

 

      点 鐘 延岡研一会長 

 
                     

 

 

 

     

月見会 
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～Ｒ情報委員会よりミニＲ情報～ 

四大奉仕の概念 

 

ロータリー活動の基本は職業人であるロータリーアンガ毎週一回例会に出席してロータリーの哲学で

ある奉仕の心を学び、それを通して親睦を深め、それよってさらに、奉仕の心を深め、充実させてい

くことにあります。 

例会出席によって形成された奉仕の心はロータリアン個人がそれぞれの家庭、地域社会で実践に移す

ことになります。 

１９１０年代に入って、このようなクラブとしての実践を伴わないロータリーの理念に飽き足らず、

クラブの金銭的奉仕や身体的奉仕をも積極的にすべきであるという動きがあり実践派と理念派との対

立にまで発展しました。１９２３年にセントルイス国際大会決議で論争の終止符が打たれ、両派の対

立が解消し、他人のことを思い遣り、他人に尽くそうという奉仕活動の根本原理が明確になりまし

た。 

ロータリーの奉仕の哲学は単なる理念の提唱ではなく、実践の哲学であり、奉仕活動を伴わなければ

ならいと明示された。 

ロータリークラブにも、奉仕の理念に基づく実践が求められているが、ロータリーの奉仕の実践は個

人奉仕が原則であって、クラブが行う奉仕活動は会員の訓練のための例示あることが明記された。 

１９２７年、ベルギーのオステント国際大会で一般奉仕概念と呼ばれていたものに職業奉仕という呼

び名が正式に与えられた。その後、ロータリーノ奉仕活動は、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国

際奉仕を中心に行われるようになった。 

２００７年規定審議委員会は、日本の重田政信理事が起草した原文に若干の修正を加えられ、標準

ロータリークラブ定款上に新しく四大奉仕部門を新しく定義することが決まりました。 

                                   ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信9月号Vol.03より 

 


